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李

白

像

の

構

造

と

生

成

過

程

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

素

材

は

、
（

一

）

文

集

序

、
（

二

）

詩

作

品

、
（

三

）

呼

称

を

め

ぐ

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

、

で

あ

る

。

（

一

）

李

陽

冰

「

草

堂

集

序

」

に

は

、

李

白

の

経

歴

が

、

玄

宗

皇

帝

と

の

親

し

い

や

り

と

り

の

場

面

を

中

心

に

、

出

自

が

唐

朝

の

書

き

方

に

、

出

生

が

老

子

出

生

譚

に

比

せ

ら

れ

つ

つ

、

描

か

れ

る

。

臨

終

の

床

で

語

る

、

か

く

あ

り

た

か

っ

た

、

人

生

に

つ

い

て

の

思

い

と

、

い

ま

踏

み

こ

み

つ

つ

あ

る

聖

な

る

世

界

へ

の

展

望

が

反

映

す

る

た

め

で

あ

る

。

文

集

序

の

詩

人

像

は

、

詩

作

品

を

一

定

の

方

向

に

読

む

よ

う

に

仕

向

け

て

い

る

。

こ

れ

に

導

か

れ

て

詩

作

品

を

読

む

と

す

る

と

、

ど

の

よ

う

な

仕

方

が

よ

い

か

。
「

歌

行

」

に

は

自

己

を

形

象

化

し

た

詩

人

像

が

あ

ら

わ

れ

る

。

そ

の

形

成

・

展

開

の

過

程

を

追

い

、

文

集

序

の

詩

人

像

と

比

べ

る

。

（

二

）

李

白

文

学

の

主

要

な

部

分

が

「

楽

府

・

歌

行

」

の

歌

辞

制

作

に

あ

る

。
「

楽

府

」

が

既

存

の

楽

府

題

及

び

先

行

作

品

に

よ

っ

て

形

成

さ

れ

た

作

品

世

界

を

踏

ま

え

つ

つ

制

作

さ

れ

る

の

に

対

し

、
「

歌

行

」

は

自

身

を

作

中

に

登

場

さ

せ

る

よ

う

な

仕

方

で

書

か

れ

る

。

詩

人

像

の

形

成

過

程

を

見

る

の

に

よ

い

。

「

楽

府

」

に

つ

い

て

は

、

代

表

作

「

蜀

道

難

」

を

例

に

読

解

史

を

整

理

。

制

作

意

図

に

つ

い

て

従

来

議

論

が

紛

糾

し

て

き

た

の

は

、

文

学

遺

産

を

め

ぐ

る

脱

構

築

的

な

詩

人

の

態

度

が

、

過

去

の

文

学

伝

統

へ

と

向

か

う

読

み

手

の

意

識

と

齟

齬

を

き

た

す

た

め

で

あ

る

。

こ

れ

が

送

別

の

作

で

あ

る

こ

と

に

よ

り

、

送

別

の

歌

行

と

比

較

検

討

が

可

能

と

な

る

。

「

歌

行

」

は

、

都

市

の

消

長

を

描

く

初

唐

七

言

歌

行

の

叙

情

を

承

け

た

作

と

、

武

后

期

の

詠

物

歌

行

を

承

け

た

、

山

に

還

る

友

人

を

見

送

る

作

が

お

お

き

な

類

を

な

し

、

前

者

が

お

も

に

開

元

年

間

、

後

者

が

お

も

に

天

宝

年

間

と

、

宮

廷

に

招

か

れ

た

前

後

に

、
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制

作

年

代

が

分

か

れ

る

。

そ

れ

ぞ

れ

に

ど

の

よ

う

な

詩

人

像

が

あ

ら

わ

れ

る

か

。

前

者

に

は

、

人

生

短

促

を

嘆

く

「

古

詩

十

九

首

」

以

来

の

叙

情

形

式

が

踏

ま

え

ら

れ

、

水

の

表

現

を

め

ぐ

っ

て

一

瞬

な

か

に

永

遠

を

見

る

、

詩

的

認

識

が

示

さ

れ

る

。
「

将

進

酒

」

に

至

っ

て

、

飲

酒

と

蕩

尽

の

う

ち

に

、

人

間

存

在

の

有

限

性

を

超

克

す

る

李

白

像

が

立

ち

上

が

る

。

後

者

に

は

、

山

に

還

る

友

人

の

姿

が

、

力

動

的

な

山

岳

描

写

と

と

も

に

映

出

さ

れ

、
「

鳴

皐

歌

送

岑

徴

君

」

に

至

っ

て

、

宮

廷

を

追

わ

れ

た

自

己

の

姿

の

反

映

、

憤

懣

の

吐

露

が

見

ら

れ

る

。
「

夢

遊

天

姥

吟

留

別

」

で

は

、

さ

ら

に

進

展

し

て

、

夢

中

に

お

け

る

登

山

、

神

仙

と

の

接

触

、

失

敗

の

過

程

が

描

か

れ

る

が

、

宮

廷

へ

の

出

仕

と

放

逐

に

関

係

づ

け

て

読

む

こ

と

が

可

能

で

あ

る

。

送

別

の

歌

行

に

見

送

ら

れ

る

相

手

、

そ

れ

を

介

し

て

見

え

て

く

る

自

身

の

像

。

李

陽

冰

序

に

映

し

出

さ

れ

る

自

己

像

。

こ

れ

ら

が

重

な

り

合

う

の

は

、

と

も

に

隠

逸

挙

人

の

人

物

類

型

に

従

っ

て

い

る

か

ら

だ

。

李

白

は

天

宝

元

年

の

「

高

道

」

科

、

岑

徴

君

は

天

宝

三

、

四

載

の

「

高

蹈

不

仕

」

科

に

応

じ

た

だ

ろ

う

。
「

高

道

」

科

は

、

近

年

そ

の

存

在

が

指

摘

さ

れ

た

。

開

元

末

か

ら

天

宝

初

に

か

け

て

、

玄

宗

皇

帝

の

老

子

夢

見

と

形

像

発

見

、

玄

元

廟

と

崇

玄

学

の

設

置

、
「

明

四

子

」

挙

（

道

挙

）

の

実

施

、

玄

元

皇

帝

降

見

の

報

告

、

老

子

へ

の

尊

号

授

与

な

ど

、

玄

宗

の

老

子

信

仰

か

ら

生

じ

た

道

教

尊

崇

の

施

策

が

続

く

。
「

明

四

子

」

挙

が

崇

玄

学

の

生

徒

を

対

象

に

老

荘

文

列

四

子

の

知

識

を

問

う

の

に

対

し

、
「

高

道

」
「

高

蹈

不

仕

」

両

隠

逸

挙

は

、
「

道

」

の

義

を

体

現

す

る

人

物

を

対

象

と

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

霊

応

は

続

き

、

天

宝

四

載

に

は

玄

宗

自

身

が

大

同

殿

で

天

声

を

聞

く

。

太

清

宮

道

士

・

蕭

従

一

が

玄

元

皇

帝

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

受

け

取

り

、

玄

宗

が

玄

元

皇

帝

の

傍

ら

に

控

え

る

べ

く

準

備

が

整

っ

て

い

る

と

い

う

。

こ

れ

は

玄

元

皇

帝

廟

で

玄

宗

の

像

を

玄

元

聖

容

に

隣

し

て

建

て

た

の

と

照

応

す

る

。
「

夢

遊

天

姥

吟

留

別

」

に

お

け

る

神

仙

と

の

交

信

失

敗

は

、

ち

ょ

う

ど

蕭

従

一

報

告

の

陰
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画

を

な

す

。

時

代

の

無

意

識

を

映

し

た

も

の

だ

。

離

京

直

後

の

複

雑

な

思

い

を

経

て

、

十

数

年

後

、

玄

宗

の

訃

報

に

接

し

た

李

白

は

、

自

身

も

篤

い

病

の

床

で

玄

宗

と

の

思

い

出

を

、

神

と

の

交

流

を

紐

帯

と

し

た

聖

な

る

御

代

と

い

う

、

王

朝

の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

と

も

に

呼

び

起

こ

し

た

。

経

歴

が

唐

朝

と

老

子

に

関

係

づ

け

ら

れ

る

の

は

そ

の

た

め

で

あ

る

。

（

三

）

賀

知

章

に

与

え

ら

れ

た

「

謫

仙

」

の

呼

称

を

、

李

白

本

人

が

好

ん

で

自

称

す

る

。

そ

の

理

由

は

、

皇

帝

の

霊

応

に

沸

く

首

都

の

雰

囲

気

を

背

景

と

し

て

、

目

に

見

え

ぬ

神

仙

世

界

の

価

値

が

、

そ

の

呼

称

に

よ

っ

て

得

ら

れ

た

こ

と

に

拠

る

。

お

そ

ら

く

彼

の

風

貌

に

纏

わ

れ

た

、

先

祖

が

西

域

へ

流

謫

さ

れ

た

表

徴

が

、

賀

知

章

に

よ

っ

て

瞬

時

に

価

値

へ

と

転

じ

ら

れ

た

こ

と

に

拠

る

だ

ろ

う

。

時

空

を

超

え

る

主

体

と

し

て

の

詩

人

像

は

、

酒

中

に

突

如

と

し

て

立

ち

上

が

る

李

白

像

か

ら

、

玄

宗

朝

の

標

榜

し

た

永

遠

な

る

御

代

、

そ

れ

に

関

係

づ

け

た

自

己

像

へ

と

進

展

す

る

。

ひ

と

つ

の

指

向

性

に

貫

か

れ

て

い

る

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

が

、

発

想

の

拠

っ

て

来

る

文

化

的

・

宗

教

的

淵

源

に

つ

い

て

は

さ

ら

に

考

察

す

る

必

要

が

あ

る

。
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